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☕活動報告 
■かながわジュニア・フォレスター教室 2026 

第 1 回「森で暮らそう」 

日 時：8月 1日（土）10:00～2日（日）16:00  

場 所：南足柄市 足柄森林公園丸太の森 

参加者：こども 32名（男児 17名/女児 15 名） 

保護者 0名、JFIK12名、トラスト 2名、看護師 2名 

日頃は恐らく都会生活を送っている小中学生が、街から離れた森林に

集まった。リピーターも多い中、初めてのこどもはさぞ心細かったに違

いない。それでも 4つの班に分かれ、クイズラリーが始まると皆楽しん

でいるように見えた。こどもの適応能力には感心した。森林の中とはい

え、歩くだけで汗が出るような気温の中、一部のこどもに人気があった

のは林道脇の側溝の水だった。 

キャンプ場に到着し、開村式、そしてテント張りだ。大人でも難しい

テント張りをスタッフと共に終える。この頃には同じ班の同性間には連帯

感ができ上がっていた。 

リピーターのこどもたちは何も言わなくても焚き付けのスギの葉を拾い

集め、薪をもらってくるとかまどのところでいつでも火を起こせる準備が

でき上がった。食材の準備ができると飯盒炊飯、カレー作りとみんなで協

力して、美味しいカレーライスができ上がった。 

ナイトウォークでは残念ながらムササビは出現しなかったが、普段経験で

きないような暗闇の散歩を楽しんだ。ライトトラップではたくさんの虫た

ちに驚き、歓声も上がっていた。 

翌日は皆早起きで朝から元気いっぱい。午前中は暑い中、林業体験に汗を流した。午後のリバートレッキング

では、暑さを忘れて水を浴び、滑り易い岩の上を慎重に歩いた。全てのプログラムを終了する頃にはさすがに疲

れ果てていたようで、充実した一泊二日の教室を楽しんでいたようだった。           （漆原 記） 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

草木が茂り、生き物が蠢き、人が活動する。皆で守ろう、この地球！ 

ＮＰＯ法人全国森林インストラクター神奈川会  https://www.jfik.org/ 

 

夕食準備 

リバートレッキング 
 

集合写真 

林業体験 

http://ml.jfik.org/kaiin/format/kanagawakai.png
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■名瀬谷戸の会 

 1 回目 定例活動 

・日時：8月 1日（土）10:00～15:00 

・参加者：合計 31名   

JFIK：8名 地元・地域：9名 ファミリー：6名 横浜メダカの  

会：7名 見学：1名 

・作業内容：●アジサイ園の花柄摘み アジサイ園はほぼ完了 他 

は 7 割 ●近藤竹林上部の鉄塔周りの草刈り 1/4程度 ●鉄塔 

周りの除伐、草刈り、片付け完了 ●学習農園の草刈り ●横浜 

メダカの会 メダカ池整備、水質調査、水生生物調査、除草 

 

 2 回目 定例活動 

・日時：8月 10日（月）10:00～15:00 

・参加者：合計 12名  

JFIK：6名 地元・地域：6名 

・作業内容：●久右衛門邸納屋カフェ裏の崖の除草・除伐 約半分 

終了 ●鉄塔周りの草刈り 近藤竹林の散策路を刈払機で草刈り  

●アジサイ花柄摘み アジサイ園・果樹園・池周辺で完了 

 

 3 回目 定例活動 

・日時：8月 15日（土）10:00～15:00 

・参加者：合計 8名  

JFIK：5名 地元・地域：3名  

・作業内容：●除草作業（道具小屋前、アジサイ園、水路周辺、果

樹園と側道） ●アジサイの間伐、周辺の草刈り（道具小屋奥） 

 

 

 

 4 回目 定例活動 

・日時：8月 17日（月）10:00～15:00  

・参加者：合計 15名  

JFIK：6名 地元・地域：9名  

・作業内容：●近藤竹林散策路およびピザ窯周辺の草刈り、片付け 

●久右衛門邸納屋カフェ裏の崖の除草、除伐  約 4/5終了 

（福田 記） 

 

 

■四季の森公園 

「自然を訪ねて～昆虫を探そう」 

日 時：8月 16日（日）13:00～15:00 曇のち小雨 

場 所：県立四季の森公園 会議室、北口広場〜はす池周辺～春の草原 

参加者：一般 23名（うちこども 9名）、ケーブルテレビイッツコムスタッフ 1名、公園職員 1名（座学のみ） 

     チッパ化のための準備 

集合写真 

除草作業 

    ピザ窯後ろの草刈り 

カフェ裏の除草 
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スタッフ：日比野、藤田、内間、大谷、菅原（あ）  

 

久しぶりに涼しい日となり、参加者は満員となりました。前半の座学では、昆虫は全生物種の半数以上を占め

るほど数が多いこと、体は頭・胸・腹の三つの部分からなり、胸に 4 枚の翅と 6 本の脚があることを、クイズを

交えながら知ってもらいました。また、昆虫は脱皮によって成長するだけではなく、成虫になる際に体の形が変

わる「変態」についても説明しました。「チョウとガの見分け方」、「バッタ、コオロギ、キリギリスの触角の長さ

や翅のとじ方」、「脚にトゲがある昆虫は草食か肉食か？」、「クワガタムシのオスの大あごが体サイズで変化する

メリットは何か？」といったテーマについて、写真を見ながらこどもたちと活発に意見を交わし、理解を深めて

いきました。最後に四季の森の昆虫たちを紹介したことで、これから向かう観察場所で見られる昆虫への期待が

高まりました。どの話題にもこどもたちは飽きる様子もなく、最後まで熱心に聞いてくれた姿がとても印象的で

した。 

話をしている間に雨が降ってきましたが、小降りだったため 2 班に分

かれて観察をスタートしました。歩き出すと、雨が降って涼しくなった

森の中から一斉にセミの声が響き渡ります。こどもが「ヒグラシだよ」

と教えてくれました。ヤマノイモの葉を重ねた中に小さなダイミョウセ

セリの幼虫がいました。その後、成虫も見ることができ、黒い翅にある

白い模様が「大名の袴」を連想させることが名前の由来であるとお話し

しながら観察しました。はす池でトンボの止まり方の説明をした後は、

アキニレの木にいるキマダラカメムシの幼虫と成虫を探しました。はす

池に沿って歩きながら、オオシオカラトンボやアメンボを観察。ニシキ

ギの木にはキバラヘリカメムシの幼虫と成虫がいて、つかむと「青りんごの香り？」がするのを参加者の皆さん

と一緒に実際に匂いをかいで確かめました。ヒャクニチソウの畑ではモンキチョウが飛び交い、カラスウリにク

ロウリハムシがいて葉を円形にかじっていました。これは植物の防御物質を遮断しながら食べるための工夫です。

アキノエノコログサには小さなヒゲナガカメムシ、オオクモヘリカメムシが、ヤブガラシにはマメコガネがたく

さん見られました。葉っぱの影にはモリチャバネゴキブリが隠れており、こどもが座学で聞いたばかりの「シャ

クトリムシ」を見つけ得意気に話してくれる場面もありました。ヒャクニチソウの花にはセセリチョウたちも飛

び交っていました。 

橋を渡ると、サツマイモ畑にヨツモンカメノコハムシ、ニシキギ科のツリ

バナにもキバラヘリカメムシがいました。イヌホオズキにはホオズキカメム

シの幼虫と成虫がたくさんついていました。こんなに汁を吸われてもすぐに

枯れないイヌホオズキの図太い生命力には感心させられます。途中、雨に濡

れるかわいらしいミズタマソウの実にも目を奪われました。トウキョウヒメ

ハンミョウが雨でじっとしているのを見て、参加者の方が「これは別名「道

教え」と呼ばれるものの仲間ですよ」と教えてくれました。また、いたると

ころで見られたカノコガの透けるような翅も素敵でした。さらに、参加者が

ササの中にザトウムシを見つけ、昆虫との違いについても説明しました。春の草原の小川では体が丸いシマアメ

ンボを見つけ、はす池で見たアメンボと比較しました。草むらではショウリョウバッタ、口が赤いクビキリギリ

ス、顔の横に点々が続くオンブバッタ、ササキリを発見。オスとメスの違いについて、座学で聞いたことをこど

もたちが自ら説明してくれる場面もありました。シシウドではアカスジカメムシを観察しました。特に今回はカ

メムシと植物の関係を通して、昆虫と身近な植物の豊かな共生関係を深く知ることができた観察会となりました。    

（内間 記） 

 

アキニレの木で虫探し  

キバラヘリカメムシ 
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■室内勉強会「見えているようで見えていない自然」～アオバト研究から考える人と自然の関わり方～ 

（Zoom オンラインで実施） 

日 時：8月 21日（金）19:30～21:00 

講 師：松岡 和樹 

     株式会社地域環境計画 北海道支社 生物多様性推進室 室長 

     一般社団法人北海道アウトドアネットワーク（HON）自然環境部会 理事 

参加者：小澤、角田、河野、佐野（仁）、菅原（あ）、鈴木（敏）、関、瀬尾、高梨、辻、中澤（均）、橋本、

羽田、日比野、松井、山本（洋）、佐藤（淳）、嶺 計 18名 

 

「自然案内人」の役割を担う私たち森林インストラクターにとって、今回のテーマ「見えているようで見えて

いない自然」はとても示唆に富む内容でした。自然を守る第一歩は、身近な生きものの存在を知り関心を持つこ

と。生物調査会社に勤務され、日々北海道の大自然の只中で仕事をされる講師の松岡様のお話は、そこから得ら

れた生きた学びにあふれていました。 

1.北海道の生態系の変化からの学び 

現在、北海道ではヒグマやアライグマ、エゾジカ、シマリスなど哺乳類が増加傾向にあることを実感されてい

るという松岡様。原因は暖冬の影響などにより、北海道の厳しい冬を越すことができる個体が劇的に増加したか

らだそうです。そしてそれが、林床植生の衰退を招き生態系のバランスをくずしているとのことでした。 

一方で夏鳥の減少にも触れられました。原因については北海道での繁殖環境よりも、越冬地の開発や森林火災

による生息地の喪失、また人口増加に伴い食用として利用されるなどの要因を推察されていました。今後の北海

道の生態系への影響が懸念されるとともに、気候変動や国境を越える渡り鳥など様々な要素が絡み合い、地球上

の生物多様性が成り立っていることをあらためて学びました。 

2.身近な生きものからの学び 

木の洞に潜むフクロウや、完全に石に擬態するコチドリなど、自然に

うまく溶け込んだ生きものの画像を題材にした「生き物探し」は、こど

もから大人まで一瞬で惹きつける鉄板のプログラムでした。ただ見つけ

て楽しむだけでもよいし、「なぜ見つけにくいのか」という生態の話へ

展開する手法は、私もぜひ参考にしたいと思いました。しかも生きもの

の画像は全てご自身で撮影されたとのことで、撮影時のリアルな状況を

交えながらの説明は参加者の心に響くものがありました。                  

 

3.アオバトの「推し活」からの学び 

講演の最後は、松岡様が苦節 10 年を経て解明したアオバトの繁殖につ

いて伺いました。ピジョンミルクで子育てをするために巣の出入りが極

端に少ないなど、巣の発見を困難にしている生態を学ぶとともに、世界

でも貴重な子育て映像を拝見しました。親鳥が両腕（翼）で優しく雛を

包む愛らしい「アオバトポーズ」など新たな魅力を伝える松岡様はまさ

に「推し活」そのもの。その情熱が謎多き生態の解明につながったのだ

と思います。 

そしてそれこそ、自然の魅力を伝える上で最も強力な要素だと感じました。        （小澤 記） 

 

 

 

アオバトの子育ての様子 

フクロウのカモフラージュ 
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☕リレーエッセイ 

自然を見る目 

 
 

 

 

R7 川島 謙二  
私が自然や植物に興味を持つようになったのは、息子のおかげかもしれません。 

息子が小さい頃は、私が連れて行く側でした。ボーイスカウトの活動や登山など、親として安全に連れて行く

ことを考えていました。当時の私は山に登っても、山頂からの景色や達成感にばかり目が向いていて、道端の草

花や木々にはほとんど関心がありませんでした。 

転機になったのは、ボーイスカウトの指導者の方との出会いです。その方は驚くほど植物に詳しく、歩きなが

ら目にする草木のことを次々と教えてくれました。しかも単に名前を教えてくれるだけではありません。「この

草は昔こんなふうに利用されていた」「この花がこの色をしているのにはこんな理由がある」など、思わず誰か

に話したくなるような話をたくさん聞かせてくれました。 

それまで、私にとって道端の植物はただの草でしかありませんでした。ところが、その植物の特徴や人との関

わりを知ることで、景色が違って見え始めました。「知識があると自然はこんなに面白くなるのか」と感じたこ

とを今でも覚えています。 

また、息子の夏休みの自由研究で植物や昆虫について一緒に調べたこともありました。図鑑を開きながら生き

物の名前や特徴を調べたりするうちに、親の私の方が夢中になっていったように思います。その息子も成長し、

中学・高校では山岳部に入りました。最近は親子で山へ行くと、私が先導するのではなく息子が地図を見ながら

先を歩きます。いつの間にか立場が逆転していました。 

不思議なことに、私が先頭で歩かなくなってからの方が周囲を見る余裕ができました。以前は「あとどれくら

いで山頂か」と考えていましたが、今では足元の草花や森の様子、木々の違いが目に入ります。もちろん名前の

分からないものばかりですが、それでも以前より山歩きが楽しくなりました。 

森林インストラクター試験を受けたのも、振り返

ればそんな経験の延長線上にあります。植物や森林

について詳しいわけではありませんが、知れば知る

ほど自然が面白くなることは少し分かってきた気が

します。 

まだまだ教えていただくことばかりですが、いつ

か私も先輩の皆さんのように、自然の面白さを誰か

に伝えられるようになれたらと思っています。先は

長そうですが、それも一つの目標として、これから

少しずつ学んでいきたいと思います。 
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☕おすすめマイ・フィールド 

No.31 箱根の森  （嶺 義則） 
▶ 概要 

年間 2,000 万人の観光客が訪れる観光地の箱根ですが、有

名な観光スポットはいつも混雑している一方で、静かに自

然を楽しめる場所が多々あります。「箱根やすらぎの森」

「九頭龍の森」に続き、今回は「箱根の森」を紹介させて

もらいます。「箱根の森」は箱根町の町有林です。西側は湯

坂路・芦ノ湯に通じ、東側は畑宿など旧東海道に通じるエ

リアです。 

▶ お薦めコース 

 箱根の森自体は 1～2 時間で散策できますので、他のサイ

トと組み合わせて歩くのがお薦めです。今回のお薦めは小

田原・箱根湯本から元箱根・箱根町港方面に行く途中の①

曽我兄弟の墓バス停から始まるルートです。バス停を降り

ると左手に俗に「曽我兄弟の墓」「虎御前の墓」と言われる

五輪塔が 3 基立っています。（曽我兄弟の墓は菩提寺の城前

寺の境内にもあり、そちらが本物のようです） 

その隅にある遊歩道を進むと地下道を挟んで両側の岩盤

に彫られた二十五菩薩があります。遊歩道を更に進むと石

造宝篋印塔の多田満仲（平安時代の武将）の墓が現われ、その先の地下道を通って、石仏・石塔群のシンボルと

言える像高 3.15 mの六道地蔵を見ることができます。 

湯坂路の中で標高が高く、以前から荒涼としていたこの地区は地

獄等の六道に通じる境界と見做され、13 世紀後半から 14 世紀初頭

にかけて、地蔵信仰と相まって沢山石仏・石塔が作られました。こ

れらは国の重要文化財に指定されているのですが、訪れる人も少な

く、静かに時間の流れを感じることのできるエリアです。それぞれ

の詳細をお知りになりたい方は元箱根石仏群で検索ください。また

精進池には大蛇にまつわる伝説も存在しています。 

更に遊歩道を進み、精進池の先に数年前に撤去された資料館の駐

車場があり、その向か

い側に②お玉ケ池ハイキングコースの入口がでてきます。そこから 1

時間半程遊歩道を歩くと箱根の森の中心部に抜けることができます。 

箱根では積極的にスギ・ヒノキの人工林の間伐を行っています。伐

採木が放置されていて無残な感じもありますが、景観が変わり見通し

も良くなりました。箱根の森では以前から積極的に混交林化が進めら

れてきました。散策路は明るく、比較的良く整備されているので歩き

やすく、絶えず野鳥の声が聞こえ、草花や昆虫も見られ、ゆったりと

自然を楽しむのに向いた森になっています。 

今年は箱根ではクマの目撃情報はないようですが、シカの食害は

年々深刻さを増しています。箱根の森も例外ではなく、カエデ、ヒメシャラ、ヤマボウシなどの落葉樹の苗木に

二十五菩薩（国道 1号西側） 

混交林化が進む明るい林内 
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は筒状のツリーシェルター（Tree Shelter）を付けて植えています。数年前にアサギマダラの食草ヒヨドリバナの保

護を目的にシカ対策用の防護柵の設置に参加しました。0.2 ha 程度の狭いエリアでしたが、屋外で保護柵を囲う

だけでもかなり大変な作業です。箱根全体から見ると無力さを痛感してしまいます。 

箱根の森の東側には「お玉ケ池」があります。1619年に現在の場所

に移設された箱根関所は小田原藩の管轄でしたが、関所が閉鎖される

までの約 250年間に関所破りで処刑されたのは 5～6名に過ぎず、多く

は藪入り（未遂）として処理されました。人道的配慮というよりは、

件数が多いと藩の管理能力を問われるとの思惑があったと言われてい

ます。 

お玉は伊豆の出身で、若くして江戸のおじさんのもとに奉公に出ま

したが、故郷に帰りたいと奉公先を抜け出しました。出女は厳しく取

り締まっていたので、通行手形を持たないお玉ちゃんは屏風山に設け

られた柵を乗り越えようとして捕まってしまいました。1702年のことでしたが、その前後 50年間は処刑がなく、

何とも不運な出来事でした。一説にはその時にたまたま江戸幕府の役人が箱根関所に来ていて、藪入りにできな

かったようです。処刑後のお玉の首を洗ったと言われる池は当時「薺ケ池（なずながいけ）」と呼ばれていました

が、いつしか「お玉ケ池」と呼ばれるようになりました。20 年ほど前、無念な死を遂げたお玉の幽霊が出るとい

うことでテレビ局が特集を組み、一晩中カメラを回したようですが、（勿論）幽霊は現れなかったとのこと。北の

二子山と南の文庫山や屏風山に囲まれているせいか、箱根には珍しく冬季に池の一部が凍ってしまいます。秋か

ら冬にかけて何度か池を訪れましたが、お玉の霊を守るかのように、いつもダイサギ、アオサギ、カワウなど数

羽だけを見かけるのみでした。 

③お玉ケ池の碑から県道 342 号を元箱根方面に少し歩くと左に広い無料駐車場があります。その奥は整備され

た広い林道になっています。林道を暫く登っていくと、林道は遊歩道と分岐します。遊歩道の入口には④展望台

があり、少し休憩して更に進むと、ほどなく旧東海道の石畳に繋がります。 

当初、街道にタケを敷いたようですが、ぬかるんで歩きづらく、二子山の堅くて丈夫な安山岩（二子石）の石

畳に替えたとのことです。雨が降ると滑りやすいので石畳は苦手ですが、現在の運動靴に比べて、草鞋は滑りづ

らかったという話も聞きます。素材の違いだけでなく、草鞋で足指がしっかりと体を支えたのかも知れませんネ。 

箱根にゆかりの深い「ケンペルとバーニーの碑」を過ぎ、最後は⑤興福院の横を抜けて元箱根の国道 1 号線に

出ると、今回のお薦めルートは終わりになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

お玉ケ池の碑 
（誰が供えたか竹筒に一輪） 

 昼食＆休憩 

「休憩広場」には東屋と椅子があり、周りは明るく、トイレも近いので、昼食の場所にお勧めです。 

 アクセス 

箱根は交通の便が良く、複数のアクセスが可能です。以下は往路の参考情報です。箱根登山バスと伊豆箱根 

バスは終点が異なりますが、同じ経路で運行しています。 

バスの場合（小田原駅発） 

東口 3番バス乗場 箱根登山バス「箱根町港」行   「曽我兄弟の墓」下車 

東口 5番バス乗場 伊豆箱根バス「箱根関所跡」行 「曽我兄弟の墓」下車 

＊直接箱根の森に行く場合又はバス移動の場合は「大芝」下車、箱根の森入口まで徒歩 10 分程度。 

車の場合 

精進池の近くに無料駐車場があります。また、箱根の森には 2 ケ所無料駐車場があります。 

 関連情報 

元箱根情報：https://www.hakonenavi.jp/area/motohakone 

 ■ アドバイス 

https://www.hakonenavi.jp/area/motohakone
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☕月間ブックレビュー

書 名：樹木の教科書 

著 者：舘野正樹 

出版社：筑摩書房（ちくま文庫） 

発 売：2024年 3月 11日 

ページ：224頁 

ISBN  ：978-4-480-43938-3 C0145 

定 価：940円（税別） 

 

 『樹木の教科書』という題名から、学生時代を思

い出して敬遠してしまう方と、逆に抗えないほどの

引力を感じてしまう方がいるかもしれない。結論か

ら言えば、本書は堅苦しい教科書などではなく、樹

木の生態学に基づいた極上のエッセイのような一冊

である。約 10年前に同出版社から刊行された新書

『日本の樹木』をベースに、樹種数を充実させた増

補版である。 

前版同様、本書は単に名前を識別するための図鑑

ではない。分かりやすい解説や、著者自身が撮影し

た美しいカラー写真が満載だが、その真髄は「進

化・適応・分化」という観点から樹木の生き方を紐

解いている点にある。著者の実験や観察に基づいた

生態学的な叙述はとても興味深く、プロローグで語

られる「樹木の歴史と適応戦略」、そして巻末の補遺

にある「葉の寿命と常緑樹の生き方」「樹木と竹のしなやかさと硬さ」の解説も、本編の理解を深めてくれる。 

本文は「常緑高木」「落葉高木」「中低木とつる」の 3 セクションで構成されている。ヒノキやスギのような常緑

針葉樹類、ブナやケヤキといった落葉広葉樹類、ウツギやフジなどの身近な植物まで幅広く解説されている。時

に専門的で難解な部分もあるが、その多くは私たち森林インストラクターのインタープリテーションの格好の

「ネタ」になりそうな興味深い話ばかりである。中には少し首を傾げたくなるような記述もあるが、それこそが

会員諸氏のフィールドでの観察によって、補強あるいは検証されるべき「生きた自然の面白さ」となるであろう。 

（佐野 淳之） 

 

☕掲示板

8月度の会員異動  

8月31日現在  会員数174名 

 

月例会は8月は開催されませんでした 

 

 

 

 

次回月例会 

日 時：9月 25日（金）19:30～ ZOOM開催 
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編集後記 

JFIK 新規会員を中心にリレーエ

ッセイ原稿をお願いしておりま

すが、毎回勉強になります。

JFIK には多様な経歴の方々がい

らっしゃいますね。（はなわ） 
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